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右側下顎第二大臼歯の埋伏例
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　永久歯群において埋伏歯としての好発するのは

下顎第三大臼歯や上顎犬歯などであるが，下顎第

一，第二大臼歯が埋伏することは極めて稀とされ

ている1）．本邦においてもいくつかの報告がある

が2～5），下顎第二大臼歯は上下顎第一大臼歯や上顎

第二大臼歯などとともに最も埋伏しにくい歯とさ

れている。

　今回，我々は頬舌的方向に埋伏した右側下顎第

二大臼歯を経験したので，写真を供覧する．

　患者は18歳女性で右側下顎大臼歯部に異和感を

認めたため当科にて，デンタルX線検査，パノラ

マX線検査を行なった．

　写真1にパノラマX線写真，デンタルX線写真

を示す．上下顎第三大臼歯が4歯とも完全埋伏し

ているのがみられる．右側下顎第三大臼歯は歯冠

側を近心方向に向け水平埋伏し，右側下顎第二大

臼歯は歯冠を頬舌方向に向け，やや遠心傾斜し半

埋伏していると思われる所見が認められた．また，

デンタルX線写真において埋伏している2歯の周

囲は，炎症を思わせる一層の透過像が認められる．

そして，右側下顎第一大臼歯遠心歯頸部に鶴蝕と

思われる所見が認められる．なお，埋伏に伴う歯

列不正などの所見は認められない．さらに，頬舌

的位置関係を確認するために咬合法撮影を行なっ

た．

　写真2に咬合法X線写真を示す．右側下顎第三

写真1

a：左右側上顎第三大臼歯完全埋伏と左右側下顎第三大臼歯の水平埋伏，及び右側第二大臼歯が歯冠を頬舌方向

　　に半埋伏していると思われる所見が認められる．

b：右側下顎第三大臼歯の水平埋伏と第二大臼歯が歯冠を頬舌方向に半埋伏している所見が認められる．

（1996年6月27日受付；1996年7月17日受理）
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写真2：右側下顎第三大臼歯の水平埋伏と第二大臼歯

　　　　が歯冠を舌側に向けて埋伏しているのが認め

　　　　られる．なお，第二大臼歯相当部に皮質骨の

　　　肥厚（頬側）および菲薄（舌側）が認められ

　　　　る．

大臼歯は水平埋伏し，第二大臼歯では歯冠側を舌

側に向けて埋伏しているのが認められる．また，

第二大臼歯相当部頬側には，この頬舌的埋伏が原

因と思われる皮質骨の肥厚ないし膨隆が認められ

る．一方，舌側の皮質骨では菲薄化ないし消失が

認められる．

　埋伏歯について文献的考察を行なった結果，埋

伏歯2757の中，第二大臼歯は0との報告もある

が6），増田ら4）による埋伏歯724の歯種別の頻度は，

上顎切歯88，側切歯31，犬歯267，第一小臼歯11，

第二小臼歯48，第一大日ts　4，第二大臼歯5，第

三大臼歯24，過剰歯19，下顎切歯5，側切歯7，

犬歯31，第一小臼歯22，第二小臼歯100，第一大臼

歯4，第二大臼歯8，第三大臼歯48，過剰歯5，

であった．しかし第三大臼歯と過剰歯については

未観察者が多いため，他の歯種との頻度は比較で

きないという．

　今回，パノラマX線写真，デンタルX線写真に

て右側下顎第二大臼歯の歯冠は，一見頬側へ向い

ているように観察されたが，咬合法X線写真に

よって，頬舌的位置関係を知ることができ，歯冠

は，舌側へ向いていることが確認された．また，

このような埋伏歯の症例が見られた場合，萌出方

向のみならず皮質骨の変化をみるためにも咬合法

X線撮影を行なうことが望ましいと考えられる．
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